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〔産　科〕

入山　高行
窪谷　　潔
関沢　明彦
中井　章人
馬場　一憲
松田　義雄
宮越　　敬
山下　隆博
山本　樹生

〔小児（新生児）科〕

河野　由美
側島　久典
高橋　尚人
田村　正徳
長谷川久弥
細野　茂春
宮沢　篤生
与田　仁志
中西　秀彦

〔顧　問〕

板橋家頭夫

猪谷　泰史

大野　　勉

楠田　　聡

小泉　武宣

島田　信宏

鈴木　正利

関根　憲治

多田　　裕

中林　正雄

名取　道也

樋口　正俊

堀内　　勁

箕浦　茂樹

宮川　智幸

宮原　　忍
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特集　周産期における生命倫理を考える

総論
生まれゆくいのちをめぐる倫理と 
人間の尊厳 .........................................島薗　進
倫理的・法的・社会的側面との関連， 

sexual and reproductive health and rightsの 
視点からみた課題 .............................三村恭子
出生前検査と着床前検査との間で 
考慮すべき倫理的な課題の相違点 
 ............................................................三宅秀彦
生まれくるこどものための医療（生殖・
周産期）に関する生命倫理について審
議・監理・運営する公的プラットフォー
ム構築の必要性と今後の課題 ..........鈴木　直

出生前遺伝学的検査
こども家庭審議会NIPT等の出生前検査に 
関する専門委員会設置の背景と
委員会の目指すところ ..........................上出泰山
胎児超音波検査（形態異常スクリーニング） 
における倫理的な課題 ......................和田誠司
羊水・絨毛検査とNIPTの適応の違いから 
考える倫理的課題 .............................山田崇弘
コモントリソミー以外の疾患へのNIPTの 
応用における課題 .............................佐村　修
多胎妊娠での出生前検査と倫理的な 
課題 ....................................................小松直人

着床前遺伝学的検査
着床前遺伝学的検査における対象疾患の 
重篤性をどのように判断するか？ ...佐々木愛子
PGT-Mの対象疾患に関する議論のポイント
日本小児科学会 .................................山本俊至
日本人類遺伝学会， 
日本遺伝カウンセリング学会 ...江川真希子
日本神経学会 .....................................柴田有花
神経筋疾患個人の視点からPGT-M： 

from the perspective of individuals with 
neuromuscular disorders .............妹尾みどり

遺伝性腫瘍についてのPGT-Mについての課題
遺伝性腫瘍を行う医療者の立場から 

 ........................................................平沢　晃
遺伝性腫瘍の当事者からみた 

PGT-Mの課題と展望 .....................土井　悟
新生児医療における生命倫理
重症な疾患を持つ子どもの医療をめぐる 
話し合いのガイドライン ..................笹月桃子
新生児医療における治療中止についての 
議論 ....................................................加部一彦

18トリソミー児に対する医療の現状 
 ............................................................古庄知己
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